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研究成果の概要（和文）：　HTLV-1キャリア妊婦における末梢血中HTLV-1プロウイルス量を測定し、HTLV-1母子感染成
立の有無の関連を明らかにすることを研究の目標とした。
　HTLV-1キャリア妊婦の末梢血中HTLV-1プロウイルス量は様々で、プロウイルス量が極めて少ない例が存在することが
明らかになった。調査を開始した2013年以降に出生した児は、近い将来に母子感染成立の有無の評価が行われる予定で
ある。母子感染成立の有無がわかれば、HTLV-1キャリア妊婦の末梢血中HTLV-1プロウイルス量と母子感染成立の関連が
明らかになる。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study is to measure the HTLV-1 proviral load of HTLV-1 
carrier pregnant woman and to clarify the relation between proviral load of HTLV-1 carrier pregnant woman 
and occurrence of maternal to fetal infection of HTLV-1.
 Proviral load of HTLV-1 vary widely in each HTLV-1 carrier pregnant woman, some of the cases show very 
small amount. The children born to HTLV-1 carrier mothers are planed to check the occurrence of maternal 
to fetal infection of HTLV-1 soon after.
 To know the occurrence of maternal to fetal infection of HTLV-1 will clarify the relation between the 
proviral load of HTLV-1 carrier woman and maternal to fetal infection of HTLV-1.

研究分野： 医歯薬学
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１.研究開始当初の背景 
	
 長崎県では 1987年より妊婦の HTLV-1感
染症スクリーニング検査と研究を行い、キャ

リア妊婦が母乳栄養を抑制することで母子

感染が予防できることを明らかにした。これ

までの私どもの研究で、キャリアと診断され

た例にウイルス量が非常に低値のものが存

在している可能性が示唆された。そこで、

HTLV-1 キャリア妊婦における末梢血中
HTLV-1プロウイルス量とHTLV-1母子感染
成立の有無の関連を明らかにすることを着

想した。 

 
２.研究の目的 
	
 HTLV-1キャリア妊婦におけるウイルス量
と母子感染成立との関連を明らかにするた

めに①HTLV-1 キャリア妊婦の血中の
HTLV-1プロウイルス量を定量すること、②
HTLV-1キャリア妊婦のHTLV-1プロウイル
ス量と母子感染成立の有無を検討すること、

を研究の目的とした。さらには HTLV-1キャ
リア妊婦から出生した児の最適な栄養方法

について検討することとした。 

 
３.研究の方法 
	
 本研究の目的は①HTLV-1キャリア妊婦の
血中 HTLV-1 プロウイルス量を定量するこ
と、②妊婦の HTLV-1プロウイルス量と母子
感染成立の有無を検討することである。研究

方法の概要を示す。 
① ウイルス量の定量：長崎県内の産婦人科
で行われる、妊娠３０週前後に施行される妊

婦のHTLV-1スクリーニング検査でHTLV-1
キャリアと診断された例を対象にした。

HTLV-1キャリアの診断は以下のように行っ
た。1 次検査で、陽性と診断された例は WB
法で確認検査を施行した。WB法で陽性とさ
れた例は、HTLV-1 キャリアと診断した。
WB 法で判定保留例はリアルタイム PCR 法
を施行し、ウイルスゲノムを検出したものは、

HTVL-1キャリアと診断した。HTLV-1キャ
リア妊婦のうち、患者の同意が得られた症例

を対象として、検体を集積した。対象例は分

娩後２４時間以内に母体末梢血を採取し、妊

娠中と産褥で HTLV-1 プロウイルス量の変
化の有無を検討した。 
② ウイルス量と母子感染成立の評価：出生
後 3年時での児への感染の有無について評価
を行った。妊娠中の HTLV-1プロウイルス量
と母子感染成立の有無について検討した。 

 
４.研究成果 

 
①HTLV-1キャリア妊婦の血中HTLV-1プロ
ウイルス量の定量 
	
 期間中に233名の妊婦がHTLV-1キャリア
と診断され、研究に参加した。233 名の
HTLV-1キャリア妊婦の妊娠３０週から３２
週までの末梢血中 HTLV-1 プロプロウイル
ス量は 0.00/104〜1.23x103/104cellsまで様々
であった。５例においては PA, CLEIA, WB
による抗体検査はいずれも陽性であるにも

かかわらず、ウイルスゲノムは検出されなか

った。HTLV-1 プロプロウイルス量が
1.00x102/104cells (1.0%)未満のプロウイルス
量 が 比 較 的 少 な い 症 例 は 183 例

(183/233;78.5%)だった。 
	
 HTLV-1キャリア妊婦で、妊娠中（妊娠 30
週から 32週）および分娩後 24時間以内に末
梢血を採取し、プロウイルス量を解析した症

例は 184例だった。妊娠中のプロウイルス量
は 0.00/104〜2.47 x103 /104 cells（中央値
4.49x101/104cells）であった。一方、分娩後
のプロウイルス量は 0.07〜1.46x103 /104 
cells（中央値 2.78x101 /104 cells）であった
（図１）。 

 
 
 
 



HTLV-1キャリア妊婦では、妊娠中と比較し
て分娩後の HTLV-1 プロウイルス量は有意
に減少していた(Wilcoxon signed rank test, 
p<0.001)（図２）。 

上記結果より、妊婦の HTLV-1プロウイル
ス量は比較的高値のものからリアルタイム

PCR 法で検出できない低値のものまで存在
することが明らかとなった。また、妊娠中と

分娩直後の HTLV-1 プロウイルス量を比較
することで、妊娠や分娩の影響で血中

HTLV-1プロウイルス量が変化する可能性が
示唆された。妊娠に伴い、末梢血中のHTLV-1
プロウイルス量が変化する可能性を考え、現

在、HTLV-1キャリア妊婦の継時的な採血を
行い、その病態を検討している。

②ウイルス量と母子感染成立の評価

HTLV-1ウイルス量と母子感染成立の有無
の評価に関して、まず感染ルートを推察する

ために、キャリア妊婦の選択した栄養法につ

いてアンケート調査を行った。現在、233 名
のキャリア妊婦のうち、分娩が完了し返答が

得られた症例は 227例であった。完全人工栄
養を選択したものは 163例（163/227;71.8%）、

3 ヶ月未満の短期母乳栄養は 39 例

(39/227;17.1%)、3 ヶ月から 6 ヶ月未満の中
期母乳栄養を選択は 6 例(6/227;2.6%)、6 ヶ
月以上の長期母乳栄養は 11 例(11/227;4.8%)、
凍結母乳は 3 例(3/227;1.3%)、その他（凍結
母乳＋人工栄養、初乳と人工栄養など）は 5
例(5/227;2.2%)だった。 

HTLV-1 キャリア妊婦より出生した児は、
母子感染の成立の評価を行うために、３歳以

降に小児科受診を推奨している。長崎県全域

における HTLV-1 キャリア妊婦の HTLV-1
プロウイルス量定量を本格的に開始した平

成 24 年以降に出生した児は間もなく３歳を
迎え、母子感染成立の有無の評価が行われる

見込みである。母子感染成立の有無のデータ

が蓄積されれば、母体の末梢血中 HTLV-1プ
ロウイルス量と母子感染成立の関連が明ら

かになる見込みである。
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